
学科名：

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

来年度の改組に先んじていくつかの
諸規定の変更を行った。これから３
ポリシーの見直しにかかる。

△ △

新組織への対応と評価が可能になる
ような３ポリシー改訂案を学部全体
で協議し、修正を加えた。

◎ ◎

O.C、入試広報、学科ホームページ
により実施済み。

◎ ◎

実施済み ◎ ◎

ビジョン120の策定に伴い実施中 ○ ○

カリキュラムの改訂を完了した。 ◎ ◎

10月の教授会で申し合わせる △ △

相互参観、授業評価アンケートの
フィードバックをそれぞれが実施し
た。

○ ○

申し合わせ済み ○ ○

個人業績評価資料への記入と提出済
み

◎ ◎

昨年度の実績については実施済み ○ ○

実施済み ◎ ◎

実施済み ◎ ◎

実施済み ◎ ◎

公募実施済み ○ ○

実施済み ◎ ◎

実施済み ○ ○

学部ホームページに掲載済み ◎ ◎

実施済み ○ ○

学部ホームページに掲載済み ◎ ◎

来年度の改組に先んじていくつかの
変更を行った。これから３ポリシー
の見直しにかかる。

△ △

学部ホームページに掲載済み ◎ ◎

実施済み ○ ○

新カリキュラムに対応したカリキュ
ラムツリーを作成済み

◎ ◎

実施済み ○ ○

カリキュラムの修正済み ◎ ◎

実施済み ○ ○

カリキュラムの修正済み ◎ ◎

10月の教授会で再度申し合わせる △ △

それぞれの教員が実施した。 ○ ○

10月の教授会で再度申し合わせる △ △

それぞれの教員が実施した。 ○ ○

実施済み ○ ○

実施済み ◎ ◎

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を学則又はこれに準ずる規則等に
適切に明示し、教職員及び学生に周
知し、社会に対して公表する。

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を実現していくため、将来を見据
えた中・長期の計画その他の諸施策
を設定する。

内部質保証の推進に責任を負う全学的
な体制を整備し、内部質保証のための
全学的な方針及び手続を明示する。

内部質保証の方針及び手続に基づき、
自己点検・評価を改革・改善に繋げる内
部質保証システムが有効に機能してい
るか検証する。

教育研究活動、自己点検・評価結果、
財務、その他の諸活動の状況等を適切
に公表し、社会に対する説明責任を果
たす。

内部質保証システムの適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果
をもとに改善・向上に向けた取り組みを
行う。

教育課程の編成・実施方針に基づ
き、学部・学科に応じたカリキュラ
ムマップやツリーを作成して、必要
な授業科目を適切に設定し、接続性
や順次性のある教育課程を体系的に
編成する。

初年次教育・高大連携に配慮した教
育内容、専門分野の高度化に対応し
た教育内容を提供する。

幅広く深い教養及び総合的な判断力
を培い、豊かな人間性を涵養する教
育課程を編成する。

教育目標の達成に向けた授業形態、
学生の主体的参加を促す授業方法
（アクティブラーニング）など、学
修指導を充実する。

教育効果を上げるための多様な手段
の導入と情報ネットワークを利用し
た教育システムへ展開し、キャンパ
ス外教育を推進する。

授業の目的、到達目標、授業内容・
方法、授業計画、成績評価方法・基
準等を明らかにしたシラバスを、統
一した書式で作成し、公表する。

［教育研究組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、適切な教育研究組織を整備す
る。

教育研究組織を適切に設定し、学術
の進展や社会の要請との適合性につ
いて、定期的に点検・評価を行い、
その結果をもとに改善・向上に向け
た取り組みを行う。

教育目標に基づく学位授与方針を設
定し、公的刊行物やホームページ等
によって、教職員及び学生に周知
し、社会に公表する。

教育目標・学位授与方針に基づく教
育課程の編成・実施方針を設定し、
公的刊行物やホームページ等によっ
て、教職員及び学生に周知し、社会
に公表する。

教育目標、学位授与方針及び教育課
程の編成・実施方針の適切性につい
て、定期的に検証する。

学部教員に、モデルとなるシラバス
を提示して次年度のシラバス作成の
参考にする。

学科長・教務委員でモデルを作成す
る。全教員で取り組むように申し合
わせる。

教員による相互参観、および学生に
よる授業評価アンケートのフィード
バックを徹底する。

フィードバックの内容を確実に
チェックし生かすよう、学部内で共
通理解を図る。

全教員の意識の向上を図る。
年間を通して、学部長・学科長より
適宜声掛けをする。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現するため
に、内部質保証システムを構築し、
恒常的・継続的に教育の質の保証及
び向上に取り組む。

理念・目的を適切に設定し、その適
切性について、定期的に検証する。

学部学科の理念目的の文言について
それぞれの学科、および学部で協議
する。

年に１回、協議する機会を設定す
る。

様々な情報発信の機会を捉えて、学
生や社会、及び教職員に周知するよ
う努める。

入学、卒業時の学部長・学科長挨拶
を含む様々な機会に触れる。学部学
科内の重要事項を決定する際の拠り
所とする。

教職免許法改正や社会情勢の変化に
対応した学部組織やカリキュラムの
改革に向けた準備を推進する。

各学科に分掌を設定したり、学部内
にWGを組織したりして昨年度作成し
た計画を修正する。

教員による相互参観、および学生に
よる授業評価アンケートのフィード
バックを徹底する。

全教員で毎学期に取り組むように申
し合わせる。

年度末に各個人で作製する教育業績
評価資料に改善点を記入する。

全教員で取り組むように申し合わせ
る。

教職免許法改正や社会情勢の変化に
対応した学部組織やカリキュラムの
改革に向けた準備と合わせて推進す
る。

学部内の担当を明確にし、昨年度作
成したカリキュラムを修正する。

教職免許法改正や社会情勢の変化に
対応した学部組織やカリキュラムの
改革に向けた準備と合わせて推進す
る。

学部内の担当を明確にし、昨年度作
成したカリキュラムを修正する。

教職免許法改正や社会情勢の変化に
対応した学部組織やカリキュラムの
改革に向けた準備と合わせて推進す
る。

学部内の担当を明確にし、昨年度作
成したカリキュラムを修正する。

それぞれの学科が発行する定期刊行
物、および、学科ごとのホームペー
ジに掲載する。

年度当初の計画通り実行する。

それぞれの学科が発行する定期刊行
物、および、学科ごとのホームペー
ジに掲載する。

それぞれの学科、および学部で協議
する。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　教育学部

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

［理念・目的］
教育の理念・目的に基づき、人材育
成の目的、その他の教育研究上の目
的を適切に設定し公表するととも
に、それを実現するために将来を見
据えた中・長期の計画その他の諸施
策を明確にする。

中　期　目　標 中　期　計　画

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポリ
シー）及び教育課程の編成・実施方
針（カリキュラムポリシー）を明示
し、十分な教育上の成果を上げるた
めの教育内容を備えた体系的な教育
課程を編成するとともに、効果的な
教育を行うための様々な措置を講
じ、学修成果の修得状況を把握し評
価して、学位授与を適切に行う。

各個人で作製した教育業績評価資料
を大学内の教職員が閲覧できるよう
にする。

閲覧の期間と場所を設定する。

前年度の教育業績評価基準を見直
し、修正する。

各学科で検討し、学部長が意見を集
約して修正し、教授会で承認を受け
る。

就実教育研究実践センターが発行す
る「就実教育実践研究」の発行、及
び同センターが資金援助を行う個
人・グループ研究の成果発表会を開
催する。

年度当初の計画通り実行する。

計画：平成30年5月7日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

年度当初の計画通り実行する。

年に１回、協議する機会を設定す
る。



10月の教授会で再度申し合わせる △ △

相互参観、授業評価アンケートの
フィードバックをそれぞれが実施し
た。

○ ○

10月の教授会で再度申し合わせる △ △

声掛けはしたがシステム作りはでき
ていない。

△ △

10月の教授会で再度申し合わせる △ △

ルーブリック評価の設定はできてい
ない。

△ ×

10月の教授会で再度申し合わせる △ △

相互参観、授業評価アンケートの
フィードバックをそれぞれが実施し
た。

○ ○

実施済み ◎ ◎

実施済み ◎ ◎

実施済み ◎ ◎

実施済み ◎ ◎

実施済み ◎ ◎

実施済み ◎ ◎

実施済み ◎ ◎

実施済み ◎ ◎

前年度分については実施済み ○ ○

実施済み ◎ ◎

今後実施予定 × ×

規程の見直しを行った。 ◎ ○

案件が継続中 △ △

再課程認定の準備の一環として実施
した。

◎ ◎

案件が継続中 △ △

実施済み ◎ ◎

実施中 ○ ○

学内のFD研修に全員が参加した。 ○ ○

実施中 ○ ○

不定期に実施した。 ○ ○

実施済み ◎ ◎

実施済み ◎ ◎

これから実施予定 × ×

未実施 × ×

実施済み ◎ ◎

実施済み ◎ ◎

実施済み ○ ○

特に教育心理学科で入学前セミナー
のあり方を検討し改善を行った。

◎ ◎

実施済み ○ ○

具体的な次案について学科会議で検
討した。

◎ ◎

実施済み ○ ○

シラバスの内容と授業内容・方法と
の整合性を取り、シラバスに基づく
授業を行う。

求める学生像、学生の受け入れ方針
（アドミッションポリシー）を設定
し、公的刊行物やホームページ等に
よって、受験生に周知し、社会に公
表する。

学生の受け入れ方針に基づき、学生
募集及び入学者選抜の制度や運営体
制を適切に整備し、入学者選抜を公
正に実施する。

適切な定員を設定し、在籍学生数を
収容定員に基づき適正に管理する。

学生の受け入れの適切性について定
期的に点検・評価を行い、その結果
をもとに改善・向上に向けた取り組
みを行う。

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、各学部･
研究科等の教員組織の編制に関する
方針を明示にする。

厳格な成績評価を実施するシステム
と制度を構築し、学生学修力の向上
と教育の質の改善を図り、単位制度
の趣旨に基づく成績評価、単位認定
を適切に行う。

学修成果を測定するための評価指標
（ルーブリック評価など）を適切に
設定し、学位授与（卒業・修了認
定）を適切に行う。

授業評価アンケートや相互授業参観
などにより、教育成果について定期
的な検証を行い、その結果を授業の
内容及び方法の改善に反映させる。

教育内容・方法等の改善を図るため
に、組織的な研修・研究の機会を設
ける。

学生学修意欲喚起や学修時間の確保
に向けての学修e-ポートフォリオの導入
で、学修支援を推進する。

留年者及び休・退学者の状況を把握
し、低減に向けての部局での方策を検
討し、適切に対処する。

リメディアル教育や高大連携による入試
前教育に関する支援体制を整備し、適
切に実施する。

障がいのある学生に対する支援体制を
整備し、修学支援措置を適切に行う。

奨学金等をを通じた経済的支援の充実
を図り、安定した学生生活の実現に努

教育課程・編制方針に基づき、教育
研究活動を展開するため、授業科目
と担当教員の資格・適合性を明確に
して、教員組織を適切に編制する。

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きを明確にして、適切
な教員人事を行う。

ＦＤ活動を組織的かつ多面的に実施
し、教員の資質向上及び教員組織の
改善・向上を図る。

教育研究活動等、教員組織の適切性
について定期的に点検・評価を行
い、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

学生課に協力する。
学生課との役割分担を調整し、学部
学科で推進する。

学生指導報告書を作成し、要因を分
析する。その結果を踏まえて対策を
検討する。

教務課と連携し、学部学科でそれぞ
れの事案の対応策、および予防策を
検討する。

学部で実施している入学前セミナー
やそこで課される課題の効果を検証
する。

IR企画室と連携し、学部学科で検討
の時間を設ける。

全学的に導入されるピアサポート制
度を教育学部でも推進する。

学生課との役割分担を調整し、学部
学科で具体的な方策を検討する。

学部長と学科長で点検・評価を行
い、改善策を検討する。

教授会の前に定期的に話し合いを持
つ。

進路支援（教職キャリア支援）の方
針は学部学科で明確化できている。
修学支援、生活支援に関する学部学
科の方針について検討する。

学生課との役割分担を明確にし、学
部学科で必要な部分を検討する。

全学的なe-ポートフォリオの使用方
針に沿って、学部学科で有効利用を
推進する。

情報センターと連携し、学部学科で
具体的な活用の仕方を検討する。

全学的な編成方針に合わせるととも
に、課程認定等、外部基準にも合わ
せた、学部の人事関係方針を整備す
る。それに沿った人事が行われたか
検証する。

学部人事委員会で人事案件毎に検証
する。

学部任用基準等の規程に沿って実施
する。

学部人事委員会で人事案件毎に手続
きを行い、教授会で承認を得る。

学部任用基準等の規程に沿って実施
する。

学部人事委員会で人事案件毎に手続
きを行い、教授会で承認を得る。

入学者人数、歩留まり率等の結果を
踏まえ、翌年の募集人員を設定す
る。

学部入試委員会で具体的な内容を検
討し、教授会で承認を受ける。入試
課と連携を図りながら推進する。

在学中の成績、や卒業後の進路と、
入学区分との関連性を調査する。

入試課、教務課、IR、教職支援セン
ターと連携を図りながら推進する。

学部組織やカリキュラムの改革に向
けた準備と合わせて、全学的な編成
方針に学部単位の人事関係規程を併
せて整備する。

学部長、学科長で検討し、教授会で
承認を受ける。

全学APに沿った学部・学科のAPを設
定し、募集要項に反映する。

入試課と連携して周知、公表に努め
る。

入試区分ごとに具体的な内容を検
討、実施する。事後には評価・反省
の機会を持つ。

学部入試委員会で具体的な内容を検
討し、教授会で承認を受ける。入試
課と連携を図理ながら推進する。

全教員の意識の向上を図る。
年間を通して、学部長・学科長より
適宜声掛けをする。

教員による相互参観、および学生に
よる授業評価アンケートのフィード
バックを徹底する。

フィードバックの内容を確実に
チェックし生かすよう、学部内で共
通理解を図る。

全学のFD研修会への参加を徹底す
る。

学部長・学科長より適宜声掛けをす
る。

全教員の意識の向上を図る。
年間を通して、学部長・学科長より
適宜声掛けをする。

全教員の意識の向上を図る。
年間を通して、学部長・学科長より
適宜声掛けをする。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために学
生支援に関する方針を明確にし、学生
が学修に専念し、安定した学生生活を送
ることができるよう、修学支援、生活支援
および進路支援を適切に行う。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現するため
に、学生の受け入れ方針を明示し、
その方針に沿って適切な入学者選抜
制度により公正な受け入れを行う。
（留学生を含む）

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、求める教員像や教員組織の編制
方針を明確にし、それに基づく教員
組織を整備するとともに、ファカル
ティ・ディベロップメント（ＦＤ）
活動を実施して絶えず教員の資質向
上に取り組む。



実施済み ◎ ◎

実施中 ○ ○

研修にはおおむね全員が参加した。 ◎ ○

実施中 ○ ○

積極的に実施できた。 ◎ ◎

実施中 ○ ○

具体的な次案について学科会議で検
討した。

◎ ◎

教育研究実践センターを通じて、地
域の教育機関や学外の研究者との共
同研究への研究費助成及び論文発表

１事案につき１０万円程度、２件を
上限とし、それらの成果については
年度の後半に発表する会を設ける。

公募中 ○ ○

教育研究実践センターを通じて、地
域の教育機関や学外の研究者と
の共同研究への研究費助成及び

１事案につき１０万円程度、２件を
上限とし、それらの成果について
は年度の後半に発表する会を設

実施済み ◎ ◎

初等に在籍の留学生に対して実施中 ◎ ○

初等に在籍の留学生に対して実施済
み

◎ ◎

実施中 ○ ○

教員業績評価の基準を全員で見直
し、協力して活力ある組織作りに努
めた。

◎ ◎

実施中 ○ ○

３ポリシーを全員で見直し教育目標
の明確化と共通理解ができた。

◎ ◎

×

実施中 ◎ ○

実施済み ◎ ◎

実施中 ○ ○

②いくつかの外部資金獲得や共同研
究 が 実 施 さ れ た 。
③特に初等教育学科では学生の留学
を含む海外体験を支援する取り組み
が充実した。

◎ ◎

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンス
を実施する。

学生支援の適切性について定期的に
点検・評価し、その結果をもとに改善・向
上に向けた取り組みを行う。

社会へのサービス活動、地域交流・国
際交流事業への積極的参加など、学外
組織との連携協力による教育研究を推
進し、教育研究成果を適切に社会に還
元する。

グローバル化促進として、留学生の積極
的な受け入れ、さらに外国人研究者活
躍の場を広げ、本学の構成員の国際的
活動能力の向上を図る。

①学内外の情報収集・解析に基づく戦
略的な大学改革を推進し、エビデンス
の可視化、周知と相互理解を図り、組織
的活動をPDCAサイクルで活性化する。
②センター・委員会組織の機能強化、
全学的な組織・制度改革を検討し、教
職協働を促進して、中期目標計画を着
実に実行する。
③事務組織の充実・効率的な運営、
FD・SD活動の活性化と学内外での教職
員研修の推進による資質の向上を図
る。
④実効性ある教職員業績評価制度を推
進して、活力ある組織への転換を図る。①3ポリシーに基づく教養・専門教育カリ
キュラムの体系化、スリム化など抜本的
な改革を実施する。
②ICT教育やアクティブラーニング、PBL
などの主体的学びによる教育の質転換
を図り、特色ある教育で学生の成長を推
進する。
③学部混合型初年次教育プログラム「ス
タートアップ就実」の導入、社会を意識
した学び、学修支援体制を強化する。
④基礎力診断を継続実施して、多様な
学生の個性・強みを伸ばし、時代の変
化にも適応できる実地有用の人材を育
成する。

①学生生活実態調査に基づいて、大学
施設の計画的な整備、学生の活動を支
援するキャンパスアメニティを充実させ、
学生の満足度向上を図る。
②キャリア支援の強化、学生相談室によ
るメンタルサポートと障がい学生への支
援体制を強化、e-ポートフォリオの運用
促進などによるきめ細かな学生支援を
推進する。

①高大接続に対応した新入試制度や
特待生制度を見直して優秀な入学者を
確保するとともに、奨学金制度のさらな
る充実、学生寮を整備するなど、経済的
に修学困難な学生への支援を強化す
る。
②ホームページや大学ポートレートの充
実、教員の高校訪問の機会を増やして
本学の強みや特色を根気よく伝えてい
くなど、入学志願者の増加につながる戦
略的な入試広報活動を展開する。

①教員研究力の向上・活性化を図り、本
学の魅力や強み・特色を明確に打ち出
して広報活動を展開し、新たな価値を
創出して地域活性化に繋がる全学的な
研究ブランディング事業に取り組む。②
大型補助金の戦略的獲得、外部研究資
金獲得の促進、学部横断共同プロジェ
クトや産学官連携促進、学内競争的資
金制度や褒賞制度を充実し、若手研究
者の支援体制を強化する。③学生の海
外留学や留学生を増やすための支援
体制を整備・強化し、グローバル化を推
進する。

学部学科間の共同研究、学外の地域
との共同研究を学部として推進す
る。

学部としてそれぞれの事案について
協力する。

教育の現場における実地有用の人材
を育成することを目標に掲げ、その
浸透を促進させる。

あらゆる教育活動の礎とするよう全
教員で共通理解を図る。

教育学部としては新B館自習室やE館
多目的室の有効利用を図る。E館の
改修内容にも要望をする。

施設・設備の有効利用の呼びかけを
適宜行う。

学部・学科で基本方針を定め、推進
する

学科ごとに内容を検討する機会を設
け、教授会で共通理解を図る。

組織活動の活性化に学部として協力
する。

学部としてできることを適宜協力す
る。

を図り、安定した学生生活の実現に努
める。

心身の健康保持・増進及び安全・衛生
へ配慮するとともに、学生の人権を保障
し、ハラスメント防止のための措置を適
切に行う。

事案ごとにタイムリーに点検評価す
る。

学科会議において、適宜検討する。

学生課に協力する。
学科で推進する。

保健管理センターに協力する。全学
的なハラスメント防止の研修に参加
する。

保健管理センターとの役割分担を調
整し、学部学科で推進する。学科会
議等で研修会への参加を呼びかけ
る。

キャリア支援センターや教職支援セ
ンターと協力する。

それぞれのセンターとの役割分担を
調整し、学部学科で推進する。

国際交流センターと協力しながら学
部学科で具体的方策を検討する。サ
ポート制度の適用については学科で
検討し、実務は担任が司る。

外国人留学生を積極的に受け入れ
る。学生によるサポート制度の活用
を検討する。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが成
長を実感できる教育改革、充実した
学生生活支援、新たな価値を創出す
る地域連携活動などを通して、本学
の魅力や教育・研究の質を高め、個
性を磨いて差別化を図るため、特色
ある大学改革を推進する。
（１）組織的な大学改革への取り組
みと活力ある組織への転換による教
学ガバナンスの強化
（２）3ポリシーを具現化して学生の
成長を促進する教育改革と多様性豊
かな人材育成の推進
（３）学内環境の整備と学生生活・
修学・キャリア支援体制の強化によ
る学生の満足度向上
（４）入試・奨学金制度改革による
優秀な学生の確保と効果的な入試広
報活動の充実
（５）教員研究力・地域貢献力の向
上・活性化によるイノベーション創
出とグローバル化推進

（１）平成３０年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。

【平成３０年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するために、社
会連携・社会貢献に関する方針を明確
にし、その方針に沿って社会との連携に
配慮し、教育研究成果を広く社会に還元
する。


